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平成６年度 幼児期からの運動習慣形成推進事業 

（スポーツ庁再委託：幼児期からの運動習慣形成プロジェクト） 

 

１．事業の趣旨・目的 

 子供の時期における運動習慣形成は、基礎的な体力を培うだけでなく、成人期以降の

運動習慣や高齢期以降の健康の保持にも影響を及ぼすものであり、生涯にわたって豊か

なスポーツライフを実現していく上で重要である。 

しかし、全国体力・運動能力等調査結果から児童生徒の体力低下が指摘されており、

本県も同様の傾向がみられることから、幼児及び児童の発達段階に応じた「運動遊び」

の普及・啓発と運動を体験できる環境づくりに努め、運動習慣の形成を図ることとし

た。 

 そこで本事業では、スポーツ主管課であるスポーツ振興課と、県教育委員会保健体育

課、拠点自治体（小矢部市）及び関連団体が連携し、令和４，５年度の同プロジェクト

の結果から得られた事項を踏まえた｢幼児期の運動習慣形成モデル事業｣を実施すること

で、豊かな人生を送るための基盤づくりにつながるよう環境整備を進めたいと考えた。 

そして、本事業の取組を「富山県児童生徒体力向上推進委員会」や「派遣社会教育主

事（スポーツ担当）会議」等での情報共有に加え、保護者や指導者、保育士等向けの

「研修会」や「講演会（シンポジウム）」、「親子運動教室」、「運動遊び教室」等に参加

しやすいようにするとともに、県内全域に効果を波及させるため、２年間で作成した映

像資料を有効活用しての「巡回指導」の実施やＩＣＴを活用して、「いつでも」「どこで

も」学べる機会の一助とするなど、より効果的な「運動遊び」の普及・啓発を進めたい

と考え、取組を実施した。 

 

２．事業の実施体制 

【組織相関図】 
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【富山県生活環境文化部スポーツ振興課】 

氏 名 役 職 等 

山田 二郎 副主幹・地域スポーツ係長 

木下登喜子 地域スポーツ係 主任 

【富山県教育委員会保健体育課】 

氏 名 役 職 等 

宮脇 哲也 主幹・学校体育係長 

安川 夏樹 学校体育係 指導主事 

【小矢部市教育委員会】 

氏 名 役 職 等 

大野 淳也 文化スポーツ課 課長 

武内 勇一 文化スポーツ課 主任 

【ＮＰＯ法人おやべスポーツクラブ】 

氏 名 役 職 等 

沼田 秀樹 クラブマネジャー 

   東  千織 サブマネジャー 

【富山県児童生徒体力向上委員会】 

氏 名 役 職 等 

堀田 朋基 富山大学 名誉教授 

鳥海 清司 富山大学教養教育院 副院長、教授 

畠山  遵 富山県私立幼稚園・認定こども園協会 会長 

廣田 香絵 富山県国公立幼稚園・こども園長会 庶務 

松井 敦子 富山県保育連絡協議会 副会長 

西村 真里 富山県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会 副会長 

中山  光 富山県国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会 理事 

大橋 孝志 富山県ＰＴＡ連合会 副会長 

清水  卓 富山県小学校教育研究会  

齊藤 嵩之 富山県小学校教育研究会 体育科部会研究専門委員 

曽根 巻子 富山県中学校教育研究会 常任幹事 

廣瀬 翔平 富山県中学校体育連盟 研究部委員長 

山本 和史 富山県高等学校体育連盟 副理事長 

飯村 善行 富山県高等学校体育保健学会 推薦 

有島 智美 富山県教育委員会 教育みらい室 指導主事 

永原みどり 東部教育事務所 指導主事 

竹嶋 和裕 西部教育事務所 指導主事 

金森 淳史 滑川市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 主任 

小山 千春 氷見市教育委員会 スポーツ振興課 主査 
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【富山県教育委員会 派遣社会教育主事（スポーツ担当）班】 

氏 名 役 職 等 

五島 直樹 富山県教育委員会保健体育課長（派遣スポーツ主事担当） 

羽田野 麗 富山市市民生活部 スポーツ健康課 主査 

酒匂 博臣 高岡市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 社会教育主事  

青木 邦彦 射水市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 主任 

谷内 亮太 魚津市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 派遣スポーツ主事 

小山 千春 氷見市教育委員会 スポーツ振興課 主査 

金森 淳史 滑川市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 主任 

鎌森 公士 黒部市教育委員会 スポーツ課 課長補佐 

澤田 彩可 砺波市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 主任 

武内 勇一 小矢部市教育委員会 文化スポーツ課 主任 

梨谷 一男 南砺市教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課 副主幹  

金山 智彦 舟橋村教育委員会 社会教育係 副主幹 

毛呂 伸二郎 上市町教育委員会 事務局 生涯スポーツ班 主任 

和田 匡史 立山町教育委員会 教育課文化体育係 主任 

板澤 泰子 入善町教育委員会 事務局 生涯学習･スポーツ係 主任 

兵庫 秀典 朝日町教育委員会 事務局 スポーツ係 主幹 

【富山県総合型地域スポーツクラブ協議会】※連絡協議会への出席 

氏 名 役 職 等 

上西 健人 
富山県生活環境文化部スポーツ振興課  

地域スポーツ係 主任 

 

３．事業の内容 

(１)保護者等を対象とした子供の運動遊びの重要性に関する普及・啓発 

 これまでの取組から親子での活動や保護者等への働きかけが子供の運動形成に向け

た取組に効果的であったことから、幼児期の子供たちに関わる保護者等への働きかけ

を本年度も引き続き、実施した。 

 

①研修会、講習会、講演会（シンポジウム）、巡回指導の開催 

拠点自治体以外において、実技研修会や講演会（シンポジウム）を開催した。 

実技研修会では、魚津市において県内 15 市町村に派遣されている県教育委員会派

遣社会教育主事（スポーツ担当）を対象に、運動遊びを市町村へ周知し、活動の一助

となるよう、小川 耕平氏（富山福祉短期大学教授）を講師に迎え、リズムに合わせ

てカラダを動かす体操「パピプッペぽぽん体操（小川氏考案：令和５年度映像資料作

成）」や「アクティブチャイルドプログラム」を活用した実技研修を行った。 

研修後には各地域で映像資料の紹介や学んだことを実践するなど、県内全域への普

及・啓発活動につながった。 
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＜参加者の感想＞ 

・「パピプッペぽぽん体操」や体じゃんけんなど、子供たちがイメージしやすい

動きや言葉をかけることで運動の本質を得ることができる部分は大変参考に

なりました。また、テンポよく、失敗を感じさせない、どんどんチャレンジさ

せることも大切だと思いました。今回の研修は小学生から高齢者にも生かせる

と思いました。 

・親子で一緒に体操する動画が、非常に参考になりました。これからスポーツ

イベントで活用させていただきます。働き盛り・子育て世代対象のスポーツ

教室でも紹介したいと思います。 

・運動教室で活用できそうな遊びもご紹介いただき、神経系が著しく発達する時

期における運動遊びの必要性を改めて感じた。本市の運動教室や指導者向け研

修会で周知を図りたい。また、アクティブチャイルドプログラムについても、

指導者の方々にもっと活用していただけるよう、紹介していきたい。 

・将来的な走・投・跳運動につながる動物の動きや、神経系を刺激させるような

身体遊びなど、幼児期に体験しておくべき内容について知ることができた。ま

た、集中力の長く続かない幼児に対して、短い時間で楽しめる活動を複数準備

しておく必要性や失敗体験や痛みによる恐怖で運動嫌いにならないようにす

る配慮など、新しい気付きを得ることができた。 

 

指導者養成実技研修会では、富山福祉短期大学において幼児教育を学んでいる学生を

対象に笑顔スポーツ学園の新屋 理乃氏を講師に迎え、将来、現場で役立つよう「パピ

プッペぽぽん体操」や「アクティブチャイルドプログラム」、「傷害への対応」等につ

いての研修を行った。 

富山大学では「子供も親も指導者も、みんなで学ぶ」をコンセプトとした、保護者、

保育士等を対象とした講演会（シンポジウム）を開催した。講演会場と 2つの体育館の

計 3会場をリアルタイム動画配信システムにて繋ぐことで、それぞれの場でそれぞれの

立場で「運動あそび」について学ぶことができた。野井 真吾氏（日本体育大学教授）

による講演では「子どものからだと心が求める新時代の『学校』と『体育』」を主題と

して、保育・教育現場では、「すぐ疲れたという」、「朝、起きられない」といった子ど

もの存在が実感され続けていること、神経系の発育不全と不調、ネット依存等の問題等

も山積しており、私たち人類は「動いてヒトになり、群れて人間になる」のであるか

ら、どのような時代が到来しても「動くこと」、「群れること」をこれまで以上に自覚す

ることの大切さを説かれ、子供の「からだとこころ」を育むための学校、体育、遊びに

ついての重要性について学んだ。 

  保育所等への巡回指導では、県内全域に幼児期からの運動遊びについて普及・啓発を 

行うことができた。 

拠点自治体（小矢部市）では、澤 聡美氏（富山大学教育学部准教授）を講師に、保 

護者向けの講習会という位置付けで、子供の運動遊びについての関心が少ない保護者に

もその重要性を啓発するために、学習参観日のプログラムに加えて実施した。親子で運
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動遊びをしながら子供の発達段階や運動遊びの重要性等について学んだ。 

また、拠点自治体以外では、小川 耕平氏を講師に、保育参観において「パピプッペ 

ぽぽん体操」や親子でできる運動遊びを実施し、子供たちの心と体の発達に必要な動き

を楽しみながら習得した。 

 

【研修会、講習会等】 

名称 講師 期日・会場 参加者・人数 

指導者実技研修会 富山福祉短期大学 

教授 

小川 耕平 氏 

2024.10.2 

魚津テクノ 

スポーツドーム 
 

富山県教育委員会 

派遣社会教育主事 

（スポーツ担当）班 

15 名 

講演会 

（シンポジウム） 

日本体育大学 

教授 

野井 真吾 氏 

 

2024.12.14 

富山大学 

保護者や保育士等 

（オンライン参加者含

む） 

105名 

キャラバン隊 

（巡回指導） 

 

 

 

 

 

富山福祉短期大学 

教授 

小川 耕平 氏 

 

 

 

 

2024.12.5 

南砺市 

平みどり保育園 

 

2024.12.17 

入善町 

さわすぎ保育所 

３歳以上児の親子 

保育士 

25 名 

 

３歳以上児の親子 

保育士 

110名 

親子運動遊び教室 

 

 

 

 

 

 

富山大学 

准教授 

澤 聡美氏 

 

 

 

 

2025.1.15 

小矢部市 

石動きらり子ども

園 

2025.1.21 

小矢部市 

埴生保育所 

５歳児親子 13組 

 

 

 

３歳児親子９組 

 

 

指導者養成 

実技研修会 

 

笑顔スポーツ学園 

インストラクター 

新屋 理乃 氏 

2025.1.22 

富山福祉短期大学 

 

幼児教育を学ぶ学生 

35 名 
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 (２)幼児及び児童を対象とした「運動遊び」の提供 

 これまでの取組により親子での活動の効果が高いことから、「親子」で参加できるイ

ベントや教室を増やし、子供と一緒に身体を動かしながら保護者への働きかけを行っ

た。 

 

①継続的な運動教室やスポーツイベントの開催（拠点自治体） 

 拠点自治体（小矢部市）では引き続き、スポーツを推進する文化スポーツ課、学校教

育を所管する教育総務課、保育所・こども園を所管するこども課、総合型地域スポーツ

クラブであるＮＰＯ法人おやべスポーツクラブが連携し、幼児期から継続的に運動に取

り組むことができる事業を展開した。 

 

【継続的な運動教室やスポーツイベントの開催】（拠点自治体） 

名称 概要 参加者数 

ちびっこ運動あそび

教室 

遊びを通じて様々な運動を経験する。 

期間：10 月～12月 回数：10回 

対象：4～5歳児 

延べ 148名 

親子運動教室 親子で運動する楽しさを味わう。 

期間：11 月～1 月 回数：5 回 

対象：3～5歳児の親子 

延べ 108名 

障害児運動教室 体を動かすことの楽しさや心地よさを味わ

う。 

期間：8月～1月 回数：6回 

対象：障害児（及びその保護者） 

延べ 79 名 

エンジョイ 

ホッケーパーク 

ユニホックを通して運動することの楽しさ

を味わう。 

期間：12 月～1 月 回数：6 回 

対象：4歳児～小学 2年生 

延べ 158名 
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親子運動ひろば ニュースポーツを体験する。 

期日：2024.10.12  2024.11.9 

2024.11.10 

会場：クロスランドおやべ交流広場 

対象：幼児・児童とその保護者 

延べ 252名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②スポーツイベントの開催（拠点自治体以外） 

  拠点自治体以外では、県独自の主催イベント「Enjoy！スポーツとやま 2024」でのオー

プニングプログラムとして、令和５年度に映像資料として作成した、リズムに合わせて

カラダを動かす体操「パピプッペぽぽん体操」を親子で取り組み、体操の普及を行っ

た。 

富山大学においては、澤 聡美氏の指導の下、教員を目指している学生が遊びのリー

ダーとなって幼児クラスと小学生クラスの「キッズムーバーズアカデミー」を開催し、

運動の楽しさや親子でふれあう楽しさを実感するなど県内全域を対象に運動遊びの機会

を提供した。また、12月のイベントにおいては体育館２箇所とシンポジウム会場を回線

で繋ぎ、その場に居なくても映像で観ることができるようにした。 

そして、活動の様子等をまとめた「運動あそびレポートＢＯＯＫ」を作成し、実践動

画や運動遊びの紹介をするなど、参加者が学んだり体験したりしたことを振り返ること

が可能となるため、参加後の取組の一助となった。また、県保育所長・認定こども園長

研修会においても配布する予定で、参加できなかった方に対しても普及・啓発を図るこ

とができると期待している。 
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【スポーツイベントの開催】（拠点自治体以外） 

名称 概要 参加者数 

Enjoy！スポーツ 

とやま 2024 

オープニング 

親子で「パピプッペぽぽん体操」を行

い、楽しく体を動かす。 

期日：2024.9.23 

会場：富山県総合運動公園屋内グラウンド 

対象：幼児・児童とその保護者 

参考：イベント全

体参加者（前半） 

約 1,500 名 

キッズムーバーズ 

アカデミー 

大学生が考える運動遊びで楽しく体を動

かし、運動の楽しさを味わう。 

期日：2024.11.4   2024.12.14 

会場：富山大学 

対象：幼児・児童とその保護者 

延べ 207名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③映像資料の活用 

令和４年度に作成した「運動遊び」の映像資料や令和５年度に作成した親子で一緒

にリズムに合わせてカラダを動かす体操「パピプッペぽぽん体操（小川氏考案）」の

映像資料を活用していただけるよう、「とやまスポーツ情報ネットワーク」のＨＰや

県教育委員会のサイト「子育てネッ！とやま」で案内し、チラシを運動教室等の参加

者や保育所等へ配布するなどして広く周知した。また、「パピプッペぽぽん体操」に

ついては、実技講習会や県主催のイベント、「げんきっこチャレンジアプリ」、保育所

等への巡回指導においても活用した。 
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名 称 公開先 TOYAMAスポーツ＆健康チャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UC2xwxF67yKyC

5HSyBlMi43A 

（1）親子運動教室① 

～なわとびにつながる運動遊び～ 

https://youtu.be/rPZLBRK_3e4 

 

（1）          （2） 

 

 

 

 

 

（3）          （4） 

（2）親子運動教室② 

～多様な動き・すばやい 

動き・運動量の確保～ 

https://youtu.be/kFE063xEd6Y 

（3）パピプッペぽぽん体操 

（親子バージョン） 

https://www.youtube.com/watch?v=8_b

Tz8mr2k0 

（4）パピプッペぽぽん体操 

（３～５歳児対象） 

https://www.youtube.com/watch?v=U5i

2QzsRneM 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３)事業の評価・効果検証 

①アンケート調査 

 参加者（保護者、保育士等）にアンケート調査（ＷＥＢ回答、紙面回答）を実施し

た。継続的な運動教室の参加者には、申込時、初回及び最終回に調査を実施し、参加

者の行動や意識の変容を確認し、事業の評価及び効果検証を行った。 

 なお、アンケート調査の項目はできる限り精選して実施し、回答時に負担とならな

いように配慮した。 

 

 

https://www.youtube.com/channel/UC2xwxF67yKyC5HSyBlMi43A
https://www.youtube.com/channel/UC2xwxF67yKyC5HSyBlMi43A
https://youtu.be/rPZLBRK_3e4
https://youtu.be/kFE063xEd6Y
https://www.youtube.com/watch?v=8_bTz8mr2k0
https://www.youtube.com/watch?v=8_bTz8mr2k0
https://www.youtube.com/watch?v=U5i2QzsRneM
https://www.youtube.com/watch?v=U5i2QzsRneM
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【アンケート調査】 

調査対象 概要 回答数 

運動教室参加者

（拠点自治体） 

継続的な運動教室（４教室）に参加した

保護者に、教室の申込時と初回、最終回

に調査を実施 

方法：ＷＥＢ回答、紙面回答 

（申込時）121名 

（初 回） 76名 

（最終回） 62名 

イベントの参加者

（拠点自治体） 

イベントの参加者に、申込時と参加後に

調査を実施 

方法：ＷＥＢ回答、紙面回答 

64 名 

 

  

※参考 

イベントの参加者 

（県事業） 

イベントの参加者に、参加後に調査を実

施 

方法：紙面回答 

537名 

イベントの参加者 

（大学） 

 

イベントの参加者に、参加後に調査を実

施 

方法：紙面回答 

34 名 

巡回指導参加者 

（保育所） 

 

巡回指導の参加者に、参加後に調査を実

施 

方法：ＷＥＢ回答 

29 名 

運動教室等参加経

験あり・なしの 

比較 

方法：ＷＥＢ回答、紙面回答 194名 

（あり 113名 

なし 81名） 

 

②連携会議及び成果報告 

 本事業の概要や方向性、成果・課題について拠点自治体（小矢部市）や富山大学担

当者との連携会議を定期的に行った。スポーツ庁、順天堂大学からの事業視察の際に

行われた情報交換会、シンポジウム、富山県児童生徒体力向上推進委員会では、取組

状況や成果・課題、今後に向けての意見交換を通して、効果的な子供の運動習慣形成

に向けた環境づくりについて意見を共有することができた。 

【連携会議及び成果報告】 

名称 期日・会場 概要 

連携会議 

 

 

 

 

 

 
 

2024.7.24 

小矢部市文化 

スポーツセンター 

拠点自治体の事業計画及び事業の評価・

効果検証に係る調査について 

2024.8.11 10.13 

2024.11.24 

2025.1.19 

小矢部市文化 

スポーツセンター 

拠点自治体の事業内容や評価について 
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連携会議 2024.7.5 9.11 

10.8 11.29 

2.20 

富山大学 

事業内容、評価及び次年度の事業内容に

ついて 

2024.9.3  

富山福祉短期大学 

事業内容、評価及び次年度の事業内容に

ついて 

2025.1.31 

富山県庁 

事業の評価及び効果検証について 

2025.2.4 2.20 

富山県庁 

事業内容の評価及び次年度の事業内容に

ついて 

事業視察及び情報

交換会 

2024.7.24 

小矢部市文化 

スポーツセンター 

（オンライン） 

情報交換会・事業推進委員会 

・事業計画の共有について 

（意見交換） 
 

2024.10.2 

魚津テクノ 

スポーツドーム 

実施状況や成果、課題について 

（意見交換） 

 

2024.11.24 

小矢部市文化 

スポーツセンター 

実施状況や成果、課題について 

（意見交換） 

 

2025.1.19 

小矢部市文化 

スポーツセンター 

実施状況や成果、課題について 

（意見交換） 

 

富山県児童生徒体

力向上推進委員会 

2025.2.20 

富山県民会館 

実施状況や成果、課題について（報告） 

シンポジウム 2025.2.26 

順天堂大学 

実施状況や成果、課題について（報告） 

 

４．事業の成果 

(１)評価指標および目標 

 子供に関わる大人（特に保護者）が、行動変容に至るまでには、「知識の獲得」→

「意識の変化」→「行動の変化」→「習慣の変化」と推移していくことから、まずは

講習会や親子での運動教室等で正しい知識を学び、「意識の変化」の割合を高めたい

と考えた。 

 また、「休養」「栄養」といった、健康的な生活習慣の定着が、生涯にわたって安全

に「運動」取組む上で最も重要であると考え、「生活習慣に係る意識の変容」を事業

評価で最も重要な指標とした。 
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項目 結果 

ア．「子供が活発に体を動かして遊ぶ機会が少ない」と答

えていた保護者のうち、「子供が以前より活発に体を動か

して遊ぶようになった」と回答する割合 

44％ 

(目標値：50％） 
 

イ．「子供が体を動かして１日 60分以上遊ぶようになっ

た（又は既に１日 60分以上遊んでいる）」と回答する割

合 

100％ 

(目標値：50％） 

ウ．「子供の不活動時間（スクリーンタイム等）が減少し

た」又は「子供の不活動時間を減らすことを意識するよう

になった」と回答する割合 

27％ 

(目標値：75％） 

 

エ．「子供の睡眠や食事等の生活習慣の改善を意識するよ

うになった（又は既に意識している）」と回答する割合 

69％ 

(目標値：80％） 

オ．「子供と一緒に体を動かして遊んだり、運動したりす

るようになった」と回答する割合 
 

56％ 

(目標値：50％） 

カ．保護者自身の「不活動時間の減少を意識するようにな

った」と回答する割合 

26％ 

(目標値：75％） 

キ．「子供に運動遊びを習慣化させるための働きかけを意

識するようになった（又は既に意識している）」と回答す

る割合 

76％ 

(目標値：75％） 

 

(２)結果と考察 

①継続的な運動教室参加者の調査 

【子供の行動変容（項目ア、イに関して）】 

 ・項目アでは「以前より活発に体を動かして遊ぶようになった」と答えた割合は 44％、

「変わらなかった」は 56％であったが、「減った」という答えた方はいなかった。 

  ・項目イでは「１日 60 分以上遊ぶようになった」と答えた割合は 35％「既に１日 60分以

上遊んでいる（変わらない）」は 65％となったため、合わせて 100％とした。 

  ・目標値に届かなかった指標もあるが、継続的に運動機会を提供したことが運動頻度

の増加につながったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35%

65%

項目イ
以前より

遊ぶよう

になった

変わらない

44%
56%

項目ア
以前より

遊ぶよう

になった

変わらない 
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【保護者の意識変容（項目ウ～キに関して）】 

 ・項目ウ、カの「不活動時間の減少」については、子供の運動頻度の増加にはつなが

っていたが、目標値を大幅に下回った。 

 ・身近に座位時間を増やす要因（テレビ・パソコン・スマートフォン）が多い現代の

環境下で、それぞれ約３割に変化がったことは大きなことで、子供の座位時間の減

少や保護者自身の減らすことへの意識が高まったことに関しては一定の効果があっ

たと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・項目エ「子供の生活習慣の改善」ついては、「意識している」が 63％、「既に意識し

ている」6％となったため、合わせて 69％とした。 

・「休養」「栄養」といった、「健康的な生活習慣の定着」を事業評価で最も重要な指

標としていたが、目標値を下回った。 

・「運動への取組」の部分について一定の効果が見られたが、生涯にわたって安全に

「運動」に取組むためには「健康的な生活習慣の定着」が最も重要であるといった

ことにも周知していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27%

68%

5%

項目ウ

変わらない

減少した増えた

26%

69%

5%

項目カ

変わらない

増えた 意識する

ようにな

った

63%6%

25%

6%

項目エ

意識している

既に意識

している

ど ち ら と

も 言 え な

い

意識していない
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・項目オ「子供と一緒に運動したりするようになった」については 56％、項目キ「運

動への働きかけ」については「意識するようになった」が 73％、「既に意識してい

る」が 3％となり、継続的に保護者との運動機会を提供したことが結果につながっ

たと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の意識変容についてのまとめ】 

  ・「子供を運動ができる場所に連れていきたい」「子供と一緒に運動したい」といった

保護者の「行動変容」につながる項目や、目標値には届かなかったが「子供の生活

習慣を充実させたい」といった改善の意識について高まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56%
42%

2%

項目オ

増えた

変わらない

減った

73%

3%

19%
5%

項目キ

意識する

ようにな

った

既に意識

している

変わらない

減った

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

今後の生活で取組んでいきたい項目

初回 最終回

＜質問項目＞ 

１.子供の運動時間や機会を増やしたい ２.子供の不活動時間を減らしたい  

３.子供の生活習慣を充実させたい ４.子供に運動するよう勧めたい  

５.子供を運動ができる場所に連れていきたい ６.子供と一緒に運動したい ７.自分の運動時間を増やしたい 

８.自分の不活動時間を減らしたい ９.自分の生活習慣をよくしたい 

10.自分の健康に関する知識や情報を増やしたい 
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＜参加者の感想＞ 

 ・「今日こんなことしたよー」と話してくれたり、自宅で披露してくれたりしまし

た。保育園では挑戦したことのないことにも取り組んだようでうれしく思います。

きょうだいや他の子との時間の過ごし方に毎回苦戦しましたので習い事のイメージ

がつきました。 

 ・体の動かし方が上手になったと思います。毎回とても楽しかったようで、終わって

しまうのが悲しいようです。また参加したいです。 

 ・寒くて体を動かす機会が減る時期に天気を気にせずに参加できて良かったです。運

動の楽しさ面白さを学べて意義のある活動だと思います。 

・昔のように近所に子供が多いわけではなく、家の外で体を動かして遊ぶ機会が少な

いので、今回のイベントのような機会があると積極的に参加したいと思っていま

す。 

・家でも取り組める運動遊びがたくさんあったので、子供と一緒にできたらいいなあ

と思いました。子供の笑顔もたくさん見られました。 

・家では自発的に運動しないので、こういう機会がありがたいです。 

・いろいろなスポーツを試してみることができて楽しかったです。本人も上手でなく

ても楽しんで参加していました。 

 

②イベント参加者の調査（イベント参加者の傾向） 

 継続的な運動教室を除いて、単発で行ったスポーツイベントの参加者に、参加後に調

査を実施し、スポーツイベント参加者の傾向を把握した。 

 

【拠点自治体のスポーツイベント】 

 ・過去（１年以内）のイベント参加については、「今回が初めて」という割合が高

く、イベントが周知され、関心の高さがうかがえた。 

 ・満足度が高く、今後の生活では「子供の運動時間や機会を増やしたい」「運動を勧

めたい」「子供を運動ができる場所に連れていきたい」という回答が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9%

36%55%

過去（1年以内）のイベント

参加について

３回以上

１～２回

参加したことがない（今回が初めて）

78%

20%
2%

プログラムの活用について

活用できる

どちらとも言えない

活用は難しい

40%

44%

16%

プログラムの満足度

5（高） 4 3
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＜参加者の感想＞ 

・子供がのびのびと遊べる環境がとてもよかった。小矢部市のプロジェクトにいつも

楽しませてもらっています。親子での行事が増えるといいなあ。 

・子供の楽しんでいる姿を見てとても嬉しく思います。友達と家族と共有して楽しむ

時間が取れて、いろいろな遊びもできて満足です。 

・楽しそうに体を動かしている姿が見れて良かったです。外で体を動かす遊びをして

いこうと思いました。 

 ・保育所でイベントのお知らせがあり、ゲームばかりなので参加しました。 

 ・自由に参加できたことが良かった。遊具は安全で安心して遊ばせることができた。

このようなイベントが多くあればいいなと思う。 

 

【県主催のスポーツイベント（※参考）】 

・イベントのオープニングにおいて体操の普及も兼ねて「パピプッペぽぽん体操」を行

い、親子で一緒にリズムに合わせて身体を動かすことができた。 

・イベントを知ったきっかけについて、電子媒体の活用が有効的であり、口コミで更

に情報が周知されていくことから、今後の取組に生かすことができる材料となっ

た。 

・参加者の約 75％が週１日以上の運動をしており、イベントを「子供の身体活動を観

ること」「家族とのふれあい」の手段としていること、自身の「気分転換」「健康増

進」のためとしており、今後の運動への取組についての意欲も高い。 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

今後の生活で取組んでいきたい項目

〈質問項目〉 

１.子供の運動時間や機会を増やしたい ２.子供の不活動時間を減らしたい  

３.子供の生活習慣を充実させたい ４.子供に運動するよう勧めたい  

５.子供を運動ができる場所に連れていきたい ６.子供と一緒に運動したい ７.自分の運動時間を増やしたい 

８.自分の不活動時間を減らしたい ９.自分の生活習慣をよくしたい 

10.自分の健康に関する知識や情報を増やしたい 
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32%

29%

13%

8%

5%

13%

運動の頻度

週４日以上 週２～３日

週１日程度 月に１～３日程度

年に数日程度 全くしない

43%

49%

7%

1%

今後、日常的に運動に取組もうと思うか

非常にそう思う

思う

どちらともいえない

あまり思わない

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

新聞

偶然、会場を訪れた

ＳＮＳ

知人から聞いた

ホームページ

ポスター、チラシ

イベントを知ったきっかけ

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

出展ブース

子どもが行きたいと言った

子どもの運動について知りたい

ゲスト

新しいスポーツ等への興味・関心

リフレッシュ、気分転換、ストレス発散

運動不足の解消、健康増進

子どもに運動させたい

楽しそうだった

家族とのふれあい・交流

イベント参加の理由
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 【大学でのスポーツイベント】 

  ・大学生が運動遊びを考え、イベントの運営等も行いながら子供たちと一緒に体を動かす

ことで、子供たちの満足度も高く、将来の指導者育成にも生かされている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者の感想（小学生）＞ 

・いろいろな大学生さんと遊べたし、体をうごかせて楽しかったです。 

・だいこんぬきにいこ～よでひっぱられたときにびっくりしておもしろかったから、

きてよかったなとおもいました。 

・あたらしいあそびがいつもあってたのしい。 

・体を使って動かしたりすることが楽しいなと思いました。 

・ぼくはくる前いやだったけど、先生がやさしくてうれしかったです。 

 

＜参加者の感想（小学生保護者）＞ 

 ・たくさんのお友達やお兄さんお姉さんと一緒に身体を動かせてとても楽しかった。 

・進行がとてもスムーズで子供達がとても楽しそうでした。こういった取り組みは、

助かります。 

・お兄さんお姉さんの説明も上手で、お友達と目一杯楽しめていました！ 

・子ども自身楽しそうだし保護者も一緒に活動できて楽しかった。毎回数百円徴収し

てもいい価値がある取り組みだと思う。 

・寒い時期になると体を動かす機会が減るし、体を動かすいい時間になったと思いま

す。 本人も楽しかったと話しており参加して良かったです。お世話をしてくださ

ったお兄さんお姉さんありがとうございました。 

・体を動かす楽しみや、初めての友だちとも楽しそうに遊ぶ姿を見られて良かった。 

・体も頭も使いながら運動できる、とても素晴らしいプログラムだと思いました。 

   

＜参加者の感想（幼児保護者）＞ 

 ・人見知りな子ですが、お兄さんお姉さん達にやさしく接してもらい楽しく過ごすこ

とができました。また参加したいと言っています。 

 ・教育とは違い「こうさせなきゃ」という雰囲気がないのがとても良いと感じまし

91.2

82.4

70.6

67.6

52.9
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大学生と遊べたから

体を思いっきり動かすことができた

雰囲気が楽しかった

友達と遊べたから

ルールが分かりやすかった

5つのたのしい（小学生）

（％）
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た。ちょっとルールと違うことをしても「あはは」を笑って見過ごせる構えの大き

さに感心しました。プログラムやルールだけでなく、雰囲気や大学生さんの接し方

など、目に見えない場・雰囲気づくりが超一流で、これからの教育現場に一番大切

なのだろうと参加者目線で感じました。 

・子供を大切にする姿勢が感じられ、嬉しくなりました。 

 

【保育所等巡回指導】 

 ・保育参観において親子で運動遊びに取り組み、親子でのふれあいや体を動かすこと

の楽しさを実感することで、今後、家庭での運動時間の増加につながるきっかけと

なり、また、運動指導に対して苦手意識をもっている保育士においても、運動遊び

の重要性や子供の意欲を引き出す工夫や関わり方などを学ぶことで、積極的に運動

遊びに取り組むきっかけになったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

＜保育士の感想＞ 

・「パピプッペポポン体操」は子供たちもすぐに曲に馴染んで動いていた。親子でで

きる運動遊びは、大好きなお家の方とふれあいながらの運動だったので子供たちが

とにかく楽しそうだった。色んな動物歩きでも走る事が速くなる運動や着地や蹴る

力がつく運動、跳び箱や前転に結びつく運動、足でグーチョキパーをする事でボー

ルを投げる動作に繋がるなど、保育士にも役立つ内容で是非実践していきたい。 

 

③運動教室等参加経験「あり」・「なし」の比較 

  比較対象として運動教室等の参加経験「あり」「なし」から子供や保護者の身体活動 

動等に関する意識・行動についての調査を行った。 
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やや不満 不満

無回答
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52%45%

0%0% 3%

今後プログラムを活用できる

と思うか

とても思う 思う

やや思う 思わない

無回答
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・１週間の「保護者の身体活動の頻度」や「親子で運動遊びをする頻度」は参加経験「あ 

り」の方が週の日数が多い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・子供の生活習慣についての意識」や「子供の運動遊び習慣化への働きかけ」は参加 

経験「あり」の方が意識している傾向が高い。 
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 ・１週間の「子供の身体活動の頻度」や「子供の活発な身体活動の頻度」は参加経験

「あり」の方が週の日数が多い傾向にある。 
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 ・一日平均の座位時間は保護者等、子供共に参加経験「あり」の方が少なく、顕著な 

差が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの調査結果から、参加経験「あり」の方は身体活動や生活習慣に関心が高く、運

動教室等のリピーターも多かった。この方々にとっては場の提供は大変有効であるが、参

加していない、参加できない方々に対して日常的に身体活動に取組むことの大切さをいか

に浸透させて意識・行動の変化に結びつけていくのか、今度の課題が鮮明になった。 

 

５．３年間の事業を通じての成果と今後の課題 

(１)事業の成果 

・拠点自治体（小矢部市）においては、３年間の取組により、関係団体と連携して子

供の運動習慣形成に係る運動の機会を継続して提供する環境が整い、県内全域に啓

発するモデルケースとなった。 

・事業に携わっていただいたおやべスポーツクラブの方々の指導スキルが高く、参加

者を飽きさせない、無理強いしない内容や毎回違うプログラムで教室等が展開さ

れ、「楽しい」「次は何ができるかな」「家でもやってみよう」といった継続して取

組むことができる要素が沢山あり、他の関係団体の活動モデルとなった。 

・子供の行動変容については、継続的な運動教室や親子による運動機会の提供、保護

者への講習会等により、家族との運動頻度の増加がみられた。 

・保護者の意識変容については、子供へのサポート意識、保護者自身の運動習慣に関

する意識に変容がみられ、保護者自身の運動への意欲が高まったと考えられる。 

・保護者の「子供を運動ができる場所に連れていきたい」「子供と一緒に運動した

い」といった意識の変化がみられる中、今後も取組みを継続していくことで行動の

変容が期待される。 

・子供の行動変容、保護者の意識変容の成果から、親子での活動や保護者への働きか

けが子供の運動習慣形成に向けた取組に効果的であった。 
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・令和４,５年度に作成した映像資料について、再度、チラシ配布や電子媒体を利用

して案内、研修会等においても活用することができ、そこから得た知識や技術が現

場でいかされていた。 

・市町村派遣社会教育主事（スポーツ担当）を対象とした実技研修会を実施すること

で、事業成果の周知、県内全域への普及・啓発につながった。 

  ・大学との連携で新たな体制・環境づくりが構築できたことで、有識者から専門的な

立場で助言をいただくことができ、事業を進めることができた。 

  ・保育所等への指導者派遣により、運動教室等参加経験のない保護者など比較的関心

の低い方へのアプローチができた。 

・運動教室等参加経験あり・なしの方、単発的なスポーツイベントに参加する方の傾

向を把握することができた。 

 

(２)今後の課題 

・拠点自治体（小矢部市）以外での取組みが、県内全域に幼児期の運動遊びを啓発す

る機会となった。今後、３年間で得られた事業の成果を県内全域に更に周知してい

く取組が必要である。 

 ・今年度の取組で一定の効果はあったが、比較的関心の低い層（無関心層）へのアプ

ローチについて、保育所等への指導者派遣や体験教室の実施、周知方法（電子媒体

の活用）など、取組を検討することが必要である。 

  

６．今後の取組予定 

 ・拠点自治体（小矢部市）のノウハウを県全体に波及できるよう、３年間の取組で得 

られた成果を県内全域に広く周知し、幼児期からの運動習慣形成への取組を継続す 

る。 

・大学や関係機関との連携を継続、新たに子育てや家庭教育に関する機関との連携・

体制づくりを構築していく。 

・幼児期の運動遊びの普及には保護者への働きかけや子供の楽しそうな様子を間近で

見ることで保護者の意識が変わることから、スポーツイベント等では、親子による

活動や保護者への啓発を内容に取り入れ、比較的関心の低い層（無関心層）へアプ

ローチし、子供や保護者の行動変容につながるような取組を検討する。 
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⚫ 令和６年度「幼児期からの運動習慣形成プロジェクト」シンポジウム発表資料 
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⚫ 幼児期からの運動習慣に関するアンケート 
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⚫ 運動教室・イベント・研修会等のチラシ 
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⚫ 動画案内チラシ 
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